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ヽ
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一
人
数
を
調
整

し
密
に
な
ら

一
も
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
と

ま
に

一
ぬ
等
工
夫
し
て
話
し
合

い
、
一
こ
ろ
で
す
が
、
地
域

の
環

７６６７　
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だ
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終
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が
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´

組
ん
で
き
ま
し
た
。
会
員

一
を
守

つ
て
行
く
た
め
に
も

の
皆
さ
ま
、
特
に
部
会
幹

一
自
治
会
活
動
を
自
粛
す
る

事
役
員

の
皆
さ
ま
に
は
不

一
わ
け
に
も
行
か
ず
な
ん
と

増
難
　
一　
濤
り
　
　
が
中
止
、
秋
の
ブ
リ
ー
ン
一・安と
不
自
由
な
中
自
治
会

一
二
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
れ
る

描
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き

一
よ
う
工
夫
し
て
い
た
だ
き

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

一
た
い
と
思

つ
て
い
ま
す
。

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
終
息

年
が
明
け
て
さ

っ
そ
く

一
と
皆
さ
ま
の
健
康
、
心
配

新
年
度

の
準
備
が
始
ま
り

一
の
な

い
日
常
生
活
が

一
日

多

ぐ
　
一　
　
　
　
　
生
活
が
停
止
し
て
し
ま
う

一
ま
す
。
各
部
会

の
幹
事
役

一
で
も
早
く
取
り
戻
せ
ま
す

獅
緩　一　　　　　赫利薇隔』副構知れば
一』渇鋤猛蹴軸］ｒ第４
一餞晦おれ
ょりぉ祈りい

自
治
会
役
職
者
募
集

令
和
３
年
度
専
門
委
員
会
役

職
者
を
募
り
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

☆
福
祉
厚
生
委
員
会

・
副
委
員
長

献
血
、
福
祉
バ
ス
ツ
ア
ー
、

健
康
講
座
の
開
催
、
ア
イ
ネ
ッ

ト

・
ご
み
サ
ポ
ー
ト
収
集

の

運
営
な
ど

☆
安
全
防
犯
委
員
会

・
副
委
員
長

防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
、
児
童
の

見
守
り
な
ど
住
民
の
安
全
に

係
る
活
動

☆
行
事
委
員
会

。
副
委
員
長

サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
、
グ
リ
ー

ン
フ

エ
ス
タ
を
企
画

・
運
営

す
る
活
動

☆
広
報
委
員
会

・
副
委
員
長

ぐ
リ
ー
ひ
ろ
ば

の
編
集

（
月

１
回
）
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の

管
理
を
行
う
活
動
な
ど

受
付
　
第
１
自
治
会
館

Ｌ
７
９
３
１
０
８
１
０

締
切
　
２
月
末

《
事
務
局
》
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令和 2年地域の犯罪発生状況

11月
1～ 11月

今 年 昨 年

空き巣 0 0 5

忍び込み 0 0 0

交通事故

`人

Jn 3 25 う
０
●
ι

物損事故 6 70 114

鰊

福
祉
厚
生
委
員
会

自
転
車
盗
発
生

緑
台
２
丁
目
で
、
電
動
自
転

車
を
自
宅
駐
車
場
内
に
無
施
錠

で
を
駐
輪
し
て
い
た
と
こ
ろ
盗

ま
れ
ま
し
た
。
電
動
自
転
車
は
、

施
錠
し
て
バ
ッ
テ
リ
ー
を
は
ず

し
て
駐
輪
す
る
よ
う
に
心
が
け

ま
ド
し
ょ
ンっ
。

声
か
け
事
案
発
生

昨
年
末
に
通
行
中
の
女
子
学

生
に
対
し
て
、
自
転
車
乗
車
の

男
が
追
い
越
し
ざ
ま
に
声
を
か

け
そ
の
ま
ま
立
ち
去
り
ま
し
た
。

学
校
も
３
学
期
が
始
ま
り
ま
し

た
。
家
庭
内
で
も
登
下
校
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
よ
う
。
ま
た
、
塾
な
ど
で
帰

宅
が
遅
く
な
る
時
は
、
歩
き
ス

マ
ホ
は
や
め
て
、
急
い
で
帰
宅

す
る
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

セ
　

　

自
治
会
献
血
の
お
礼

絋絣鮮叶７９献‐２伸̈
「̈
一い讐̈

器
】師瀞
分
け

安
全
防
犯
委
員
会

歳
末
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
お
礼

‐２
月
２７
日
、
２８
日
に
各
部
会

ご
と
に
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ロ

ナ
禍
の
寒
い
中
、
多
く
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
し
た
。
拍
子
木
を
打
ち

鳴
ら
す
音
で
、
改
め
て

「火
の

用
心
」

の
注
意
を
し
て
い
た
だ

い
た
と
思
い
ま
す
。
先
導
し
て

い
た
だ
い
た
部
会
長
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

環
境
衛
生
委
員
会

ジ

ェ
ン
ト
ル

・
リ
ン

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル

‐２
月
１７
日
、
緑
台
、
陽
明
小

校
区
を
約
１
時
間
半
パ
ト

ロ
ー

ル
し
ま
し
た
。
こ
の
間
は
不
審

な
事
例
は
見
受
け
ら
れ
ず
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

定
例
講
習
会

「
愛
犬
と
楽
し
く
暮
ら
そ
う
」

日
時
　
２
月
２８
日
（日
）

‐３
時
３０
分

場
所
　
第
１
自
治
会
館

新
規
参
加
希
望

の
方
は
、
事

前
に
第
１
自
治
会
館

へ
連
絡
し
、

参
加
当
日
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
証
明
書
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
勉
強
会

の
報
告

‐２
月
１７
日
に
、
地
元
市
議
会

議
員
と
自
治
会

含
二
役
、
専
門

委
員
長
、
部
会
長
）
、　
コ
ミ

ュ

ニ
テ
イ
、
地
区
福
祉
委
員
会
代

表
者
の
出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。

議
題
と
し
て

①
川
西
市
民
病
院
跡
地
の
検
討

状
況
と
キ
セ
ラ
医
療
セ
ン
タ
ー

ヘの
交
通
の
利
便
性
に
つ
い
て

②
オ
ン
デ

マ
ン
ド
モ
ビ
リ
テ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
進
め
方

③
ご
み
収
集
方
法

の
見
直
し
に

つ
い
て

。
現
状
の
収
集
方
法

の
継
続
と

将
来
的
に
戸
別
収
集

へ
の
対

応
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出

④
天
狗
岩
公
園
と
周
辺
の
緑
地

帯
、
広
場
、
斜
面
の
安
全
面
、

景
観
維
持
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
有
意

義
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

《
事
務
局
》

会
館

ワ
ッ
ク
ス
が
け
の

お
知
ら
せ

２
月
４
日
（本
）

第
１
、
第
３
自
治
会
館

２
月
２４
日
（水
）

第
２
自
治
会
館

ワ
ッ
ク
ス
が
け
の
た
め
終
了

ま
で
閉
館
で
す
。

《
事
務
局
》

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

川
西
市

で
は
、
６５
歳
以
上
で

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を

対
象
に
、
緊
急
通
報
装
置
と
非

常
用
ペ
ン
ダ

ン
ト
を
貸
与
し
て

い
ま
す
。
自
宅
で
の
緊
急
時
に
、

委
託
先

の
受
信
セ
ン
タ
ー

ヘ
す

ぐ
通
報
で
き
ま
す
。
申
請
に
は

近
く
に
住
む
協
力
員
の
登
録
が

必
要
で
す
。
申
し
込
み
は
地
域

の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ヘ
お
願

い
し
ま
す
。

※
利
用
料
は
基
本
有
償
で
す
。

問
合
せ
Ъ
７
９
２

１
６
０
５
５

【緑
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

歳
末
助
け
合

い
募
金

の
お
礼

昨
年
末
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
の
善
意
の
募
金

（
１
，
１
８
９
，
９
７
６
円
）
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
届
け
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
ま
た
、
集
金
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
部
会
役
員
、
幹
事
の

方

々
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

《
事
務
局
》

お
誕
生お
め
で
こ
う

１０
月
度

緑
台
４
　
辻
本
　
み
く
り
ち
や

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。
次
回
は
、

４
月
３
日
（土
）
に

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
二
回
健
康
医
療
講
座

日
時
　
２
月
５
日
（金
）

場
所
　
第
２
自
治
会
館

テ
ー

マ
　

「寒
さ
が
引
き
金
に

な
る
心
臓
突
然
死

～
心
臓
に
優
し
い
生
活
を
～
」

年
間
９
万
人
ぐ
ら
い
の
人
が

突
然
死
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
て
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
が

心
臓
病
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

講
師ベ
リ
タ
ス
病
院

心
不
全
認
定
看
護
師

瀬
峙
　
明
子
先
生

※
兵
庫
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
た
場
合
は
、
開
催
を

中
止
し
ま
す
。
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川
西
市
よ
り

「
外
出
や
移
動

の
状
況
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
ご
協
力

の
お
願
い

川
西
市
で
は
、
多
田
グ
リ
ー

ン
ハ
イ
ツ
地
域
に
お
住
い
の
方

（
１
，
０
０
０
名
を
無
作
為
に

抽
出
）
を
対
象
に
、
普
段
の
外

出
や
移
動
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
す
。

１
月
中
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
票
を
郵
送
す
る
予
定
で

す
の
で
、
ご
自
宅
に
調
査
票
が

届
き
ま
し
た
ら
、
ご
回
答
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【川
西
市
土
木
部
交
通
政
策
課
】

「
す
ま

い
る
」
開
館
時
間
変

更
の
お
知
ら
せ

　

　

‐

日
時
　
１
月
１２
日
（火
）
～

平
日
の
み

劃
馴
湘
馴

対
象
　
一局
校
生
以
下

幼
児
は
保
護
者
同
伴

感
染
防
止
対
策

の
た
め
、　
マ

ス
ク
着
用
、　
ハ
ン
カ
チ
携
帯
、

水
分
補
給
の
飲
み
物
持
参
、
食

べ
物
は
持
ち
込
み
不
可
。

【多
目
的
ひ
ろ
ば
運
営
員
会
】

新
成
人
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
で
は
、

１
２
４
人
（男
性
６６
人
、
女

性
５８
人
）
の
方
が
新
成
人
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
大
人
の
自
覚

と
責
任
を
持

っ
て
、
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

緑
　
ムロ
　
４４
人

向
陽
台
　
４７
人

水
明
台
　
３３
人

《
事
務
局
》

「
わ

い
わ

い
花
だ
ん
の
会
」

あ
り
が
と
う

向
陽
台

マ
ン
シ
ヨ
ン
の
子
ど

も
た
ち
と
保
護
者
で
構
成
さ
れ

て
、
１０
年
以
上
活
動
し
て
い
る

団
体
で
す
。
南
側
歩
道

の
街
路

樹
跡
の
マ
ス
に
毎
年
春
秋
、
花

の
苗
を
植
え

て
育

て
、
住

人
や
道
行

く

人
た
ち

の
目

を
癒

し
環
境

美
化
活
動

に

貢
献

し

て
い

ま
す
ｏ
‐２
月
に
は
み
ん
な
で
土

づ
く
り
を
し
て
花

の
苗
を
植
え

ま
し
た
。
‐３
ケ
所
の
マ
ス
で
き

れ
い
な
花
が
咲
き
誇
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集

高
齢
化
が
進
み
、
ち
ょ
っ
と

し
た
仕
事
も
困
難
に
思
わ
れ
る

方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
時
間
を
少
し
だ
け
自
治
会

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
ご
提

供
く
だ
さ
い
。

ア
イ
ネ
ッ
ト

（有
償
ボ
一７
ノ
テ
イ
ア
）

支
援
す
る
仕
事

。
庭
の
清
掃

（除
草
）

。
大
型
ご
み
の
搬
出
、
移
動
、

電
球
の
取
替
え
な
ど

※
除
草
作
業
な
ガあ
屋
外
作
業
は

‐２
月
ょ
り
冬
期
間
は
休
止
し
ま

す
。
◎
詳
細
に

つ
い
て
は
、
第
２
自

治
会
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ъ
７
９
３
１
９
８
０
７

ご
み
サ
ポ
ー
ト
収
集

（有
償
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
）

玄
関
ま
で
ご
み
の
収
集
に
伺

い
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

安
否
確
認
を
目
的
と
し
て
、
ご

み
収
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

・
毎
週
土
曜
日
午
前
中
２
時
間

◎
詳
細
に

つ
い
て
は
、
第
１
自

治
会
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｌ
７
９
３
１
０
８
１
０

《福
祉
厚
生
委
員
会
》

一ヽ

ヽ
ヽ

■
一ヽ

０１際実

水明台の野良猫問題と対策

ミ 昨年より自治会に水明台地域住民の方々から、野良猫の繁殖 と糞尿被害で多くの苦情が寄せ られて|
｀います。えさを与えている方の周辺には、空き家が数軒あり猫の繁殖場所になっています。

ヽ匹の猫は確認しましたが、近隣住民の方の話ではもつと頭数がいるそうです。

ミ 猫の妊娠期間は 2か月で年 3回出産し、 1匹の雌猫が出産する子猫は 5～ 6匹、その子猫が生後 6ミ
 ヽ 、  _     、  _  _    _ _      .   ..

、
か月でまた出産し1年後には 50匹になると言われています。

      1態 をえさを与えている方ミ ゙ グリーンハイツの野良猫問題は以前より各台でありましたが、この猫の生
ミに話し、不妊去勢手術をお願いし、近隣住民の方々と折り合つてきました。今回は話し合いが困難なミ

状ヽ態で、春先の繁殖期までに放置できないと判断し、環境衛生委員会がTNR活動を始めました。
ヽ

ミ TNRは トラップ (捕獲 して)、 ニューター (不妊去勢手術 してさくら耳カット)、 リターン (元の場
ミ所に戻す)の略です。野良猫を捕獲してどこかに持つて行つてほしい、勝手に手術してかわいそうとヽ

ヽ色々なご意見もありますが、動物の遺棄は動物愛護法違反で罰せられます。また望まれない子猫が生ヽ

ミまれ殺処分されてきました。地域に住んでいる野良猫をゆるやかに減らしていくTNRは、環境省がミ
゛推奨する全国的な活動です。人と共生する一代限りの命の地域猫として見守りたいと思いますのでご:

ミ理解をお願いします。                                    i
、 また糞尿はどうするか、これについても地域住民の方々と継続して話し合い、解決するよう検討しミ
てヽいきます。 《環境衛生委員会》ミ
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随想

当
た
り
前

の
こ
と
で

す
が
野
良
猫
に
は
家
は

な
く
、
ト
イ
レ
も
用
意

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
辺
の
庭
で
し
ま
す
。
も
し

も
自
分

の
家

の
庭
が
ト
イ

レ

に
使
わ
れ
て
い
た
ら
ど
う
で

す
か
？
私
で
あ
れ
ば

い
く
ら

可
愛

い
猫

で
も
嫌

に
な
る
と

思

い
ま
す
。
実
際
に
こ
の
よ

う
に
庭
を
使
わ
れ
、
大
変
困

っ

て
お
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま

す
。こ
の
よ
う
な
事
を
な
く
す
に

は
、
ま
ず
、
今

い
る
猫
の
頭
数

を
増
や
さ
な

い
こ
と
で
、
そ
の

た
め
に
は
、
今

い
る
猫

の
避
妊
、

去
勢
が
必
須
で
す
。
今
後
、
産

ま
れ
な
け
れ
ば
自
然
に
減

っ
て

い
き
ま
す
。

野
良
猫

の
寿
命

は
２
年
～

５
年
位
で
す
の

で
今
後
産
ま
れ

な
け
れ
ば
自
然

に
減

っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
避
妊

。

去
勢

に
は
資
金
が
必
要
で
す

が
資
金
不
足
で
な
か
な
か
進

ま
な
い
の
が
現
実
で
す
。
募
金

で
も
な
ん
で
も
良

い
の
で
資
金

が
集
ま
ら
な
い
も
の
か
と
モ
ヤ

昨
年

の
流
行
語
大
賞
は

「
３

密
」
に
決
ま

つ
た
。

コ
ロ
ナ
禍

で
始
ま
り
、　
コ
ロ
ナ
禍
で
終
わ

つ

た

一
年
だ

つ
た
。

を
ま
た
吸
う
こ
と
に
な
り
、
着

け
続
け
る
事
は
身
体
に
良
く
な

い
と
問
い
た
。

例
年

の
よ
う
に
映
画
や
カ
ラ

オ
ケ
、
美
術
館
、

友
達
と
ラ
ン
チ

等
出
か
け
る
こ

と
は
な
か

つ
た

が
、
あ
ま
リ

ス

ト

レ

ス
を
感

じ

ず
過
ご
せ
た
の
は
、
こ
こ
の
自

然
に
囲
ま
れ
た
街
だ
か
ら
だ
と

田
ぃ
つ
。

川
西
市

の

一
斉
掃
除
が
無
く

て
も
部
会
別
に
自
主
的
に
掃
除

そ
ん
な
中
、
こ
こ
グ
リ
ー

ン

ハ
イ
ツ
で
は
朝
夕
散
歩
す

る
人
た
ち
が
多

い
。
自
然
に

囲
ま
れ
、
距
離
を
取

っ
て
歩

く
こ
と
が
で
き
る
の
で

マ
ス

ク
な
し
で
も
外
を
歩
く
こ
と

が
で
き
る
。

マ
ス
ク
は
夏
、
熱
中
症
な
り

一

や
す
い
の
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一

息
が
こ
も
り
雑
菌
が
繁
殖
し
や

一

す
く
、
自
分

の
吐
い
た
Ｃ
０
２

一 野良猫に餌を与えないで !
わ が 街 良 い 街

モ
ヤ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

私
は
大
も
猫
も
好
き
で
す
。

人
に
嫌
わ
れ
、
迷
惑
が
ら
れ
、

病
気
に
な

つ
て
も
痛
み
を
と
る

薬
す
ら
処
方
し
て
も
ら
え
な

い

野
良
た
ち
を

「自
由
で
幸
せ
だ

ね
」
と
は
思
え
ま
せ
ん
。　
一
匹

で
も
減

っ
て
欲
し
い
と
考
え
ま

す
。あ
と
、
犬

の
糞
は
必
ず
持
ち

帰

っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
ね
。

嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
明
台
　
Ｋ

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者
募
集

多
太
神
社
に
参
拝
し
た
あ
と

地
域
内
の
公
園
を
巡
り
ま
す
。

日
時
　
２
月
２‐
日
（日
）

（雨
天
中
止
）

受
付
　
９
時

集
合
場
所
　
緑
台
小
学
校

参
加
申
込
　
第
２
自
治
会
館

申
込
締
切
　
２
月
１２
日
（金
）

※
今
年
は
焼
き
い
も

の
み
用
意

し
ま
す
。

問
合
せ
水
島
　
Ъ
７
９
３
１
４
７
９
０

則
久

０

９

０
１
５

０

５

０
１

【
〒

ュヽ

ニ
テ

イ

び
い
ぷ
る
ひ
ろ
ば

凧
づ
く
り
と
凧
揚
げ
の
い

日
時
　
２
月
１３
日
（土
）

場
所
　
緑
台
小
学

」
案
内

校
　
図
工
室

竹
ひ
ご
を
組
み

合
わ
せ
、
好
き
な

絵
を
描
い
た
紙
を

貼
り
合
わ
せ
て
凧

を
作
り
、
校
庭
で
凧
揚
げ
を
し
ま

す

。

問
合
せ
　
今
西
Ъ
７
９
２
１
６
４
７
６

【
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
世
代
交
流
部
】

饉
ん
で
ネ
碑

の
意
を
悲
ｔ
ま
す

十

二
月
晨

０
陽
●
３
　
た
口
　
興
き
穏

ホ
現
●
′
　
丼
上
　
考
訳
繰

２
　
■
ユ
　
恙
人
繰

去
る
Ｈ
月
１４
日
の
夜
、
緑
台
３

丁
目
の
信
号
の
と
こ
ろ
で
セ
ゾ
ン

カ
ー
ド
を
拾

つ
て
く
だ
さ
つ
た
方
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
番
の
警
官
が
届
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
嬉
し
か

つ
た
で
す

緑
台
３
　
０

に
取
り
組
ん
だ
り
、
草
を
抜
い

て
下
さ

つ
て
る
人
た
ち
を
見
る

と
、
良
い
街
だ
な
と
思
う
。

歳
を
重
ね
る
と
不
便
な
事
も
増

え
る
が
、
自
然
災
害
に
も
強

い

こ
の
街
は
そ
れ
以
上
に
余
り
あ

る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

水
明
台
　
Ｍ

「随
想
」
の
原
稿
募
集

皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す

☆
字
数
　
　
５
０
０
字
程
度

☆
氏
名
、
連
絡
先
を
お
書
き
く

だ
さ
い
　

《
広
報
委
員
会
》

会
^ぬ^^^^^^^^^^ハ

会ハぬ公
^^^^^ハ

ハハ公
^―

体 1
育 6
部 7
日  4

2月 の資源ごみ回収日

新聞紙口古紙・古布・ダンボール

緑台 5・ 6・ 7向 陽台3水 明台全域 1・ 15日

緑台 1・ 2・ 3・ 4向 陽台 1・ 2 8・ 22日

陽明小校区 陽明子ども会 8日

陽明小校区 陽明PttA 22日

向陽台マンション 2・ 16日

アルミ缶・牛乳パック 6・ 20日


